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1942年 大遊星の蓮行にっし、て

　1942年の初期は，毎夜，宵の室に

水金火土木の五大遊星が全部出揃

ひ，宅れに，天王星も土星の近傍に

見えてみるし，樹ほ海王星も，冥王

星も＋、夜が更ければ見える都合にな

ってみるから，寒い頃ではあるが，

遊星を労しむには實に好機である．

　2局からは金星と水星とが曉けの

星となり，憎くは，木星と土星とが

美しい冬の諸星座を釜菱賑やかなも

のとするのみで踊る・金星はそれか

ら夏の阿りまで，簸摩して曉けの室

に君臨する．しかし秋になると，太

陽に近づいて，親界から去る．此の

年中，傘星の運行犀・．始めから経ρ

まで，黄道光の観測を妨害しないや

う比なってみるので，都合が好い．

　過去平年來，木星と土星とは互ぴ

に隣り同志に輝やいてるるが，・此の

1942年は，爾星が牛座や双子座あた

りの，比較的高い緯度に環はれるか

ら，：地球上，北町球に佳む襯智者は

最も便利よく研究を實行ずる～二とが

出來る都合にある．

　今（1942）年中，土星と天王星とが

同じ牛座の，ヒヤデス星群とプレヤ

デズ星群との間を往際する．しp》し

天王星4）：方が土野よりも，2。以上も

緯度が高いので1この二つの星が相

互に干鯛したり，重なったりするζ

とは無い．

注窟：1此の圖は各遊星の南中する時刻を
　示すために，各月各日についてカ1ヴ
　を藷「いたものである．慣れtsば重三な
　ものであることが知って貰へると思ふ
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東亜天文弾発規則
（1941年5月改正）
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第　14條

此ノ會チ東亜二丈協會1ト言フ，但シ二分ノ間ハ奮名論丈同好會ノ名ラ使用

スルモ妨ゲノ・無イ．

此ノ會ハ天孫學ノ研究螢達及ビ其ノ了解チ進メ，兼ネテ會員相互ノ親睦テ
増’スノが目的デアノレ．

此ノ會ノ本部ハ田上天丈嚢二置ク．ヌ會員密集ノ地ニノ・支部テ置キ別二定

メテアル支部規約二三三スル’．

此ノ會ハ其ノ目的テ達スル爲メ次ノ事業チ行フ．

　1．例會（毎月1回），総門（年1回）．

　2．講演，講習（各地デ随時二開ク）．

　3．雑誌圖書ノ出版（雑誌恥曝且1回蟹行，會員二無料配布，圖書ハ随時）

　4．研究見學及ビ観測指導
　5．天丈嚢，博物館等ノ肉離（會員ニハ特権ガアル）．

此ノ會ノ・其ノ事業テ遂行スノレ爲冷冷ノ各部テ置キ，各部ノ業務ノ・會長ノ嘱

託シタル部長，副部長，主事が當タル．

庶務部，』敢育部，報導部，出版部，観測部，事業部，経理部

此ノ會ノ趣旨目的二賛成スルモノハ誰デモλ會ガデキル．　（入會申込ノ際

ノ・住所職業出生年チ申蓮ベヲレタイ）．會費ノ・1ケ年ニツキ4圓トスノレ．但

シ申遽入會ノ場合ハ月40饒ノ割合ニテ年末マデ前納スルコト．叉，退會ノ

ffAmノ・其ノ冒テ申シ出ルロト．

此ノ會ノ経螢テ支持スル趣意デ毎年20圓以上テ醸出スノレ者テ維持會員トス

ル．

此ノ會ニー時金200圓以上デ寄附スノレ者テ弓場會員トシ，爾後ノ會一三込

ミチ要シナイ．

此ノ會ノ総点口早テ特二推薦セラレタル者チ名碁會員トスル．

此ノ會員ノ事業テ妨ゲ，健面テ汚ス會員ハ除名スル．

此ノ會ニノ・顧問若干名giクコトガアル．

此ノ會ノ役員ハ次ノ通りトシ任期ハ2ケ年トスル．

翻會影雛餅酬飯ト構會ノ擁　り繍二於イテ推
　理　　尊卑難名　（総八二於イテ會長が指名スル）・

此ノ會ニノ・會長ノ蝿託シタル評議員若干名チ置キ，會長ノ相談役トナリ，

其ノ任期ノ・．　2ケ年トスル，

此ノ會ニノ・會長ノ囑託シタル地方委員若干名テ置キ，地方見識ケル研究指

導書さ會ノ登展チ計ル．　　　　　　　　　　　一以　上一

東亜天文協會即行新撰天文エハガキー組8枚開鋼磯11雛8盤（1941年）

L木星面1：昭和12年，會員渡蓬恒夫氏が花山の30糎の赤道儀にて観察したもの．

2．皆既月蝕の二目：昭和14年五月3日本會員清水眞一氏が撮影したもの．

3．火星のスケチ：大正15年目二野員（故）中村要氏が観察したもの．
4．ドナチ彗星：’安政5年置1858年）の春s牧夫座に出現した大彗星．

5．南十字座附近の下口：南洋に族する人の憧れは此の“南十字”の星座である・

li．太陽黒貼の大窺し：昭和13年十一月9日，會員伊達英太鄭氏が撮影したもの．

7．冥王星：昭和5年（1930年）三月にロ1エノレ天文奎に．於いて行はれた蛋見・

8．ヰクトリや天女畳の183糎反射鏡：1918年建設された天丈嚢の大反射銃．



　　　　　　　　　　東亜天文協會
一一一一大死9年（192脚）創立・昭和7年（1932年）改名
　　　曾　　　畏．　幽　な・・一　溝（京都市導野宮北町；滋賀縣草津町；同上田上村）

　　　副曾優　　筥森偉謎　　　小糎孝二郎
　　　瑠総長　宮轟伸遣　1　搬潔嬢畷　　木過成麿
　　　　　　　　　中村　畳i維理蔀畏宇野良雄専務理事
敏育部長　　高
報導都長　　山

　本部所在耀
　事務局所筏塘
　輕掬する天文台
　大阪支部所在地

　毫避支邸
　薫i置助詞置所

城武事
本　一　溝

蓼猛襲羅　　大　ロ　綴　作
理嘉（無任所）　莫　田　爲　s一

懸上天女官　滋賀縣栗太郡上田上
県総三軸田新刊内
意敷津文台　岡山縣倉敷市
大鞭南電氣科鍛舘プラ壌タリウム　（大阪市四ツ橋）
二一市公會堂内
廣島縣沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　康無憂文櫨無痛翻部
　　1．流　星　課　（課長　和歌山縣有田郡金屋　小棋孝二鄭，幹事　宇野良雄）

　　2．舞星認　（課長滋賀縣草津町大路井420山本進）
　　3，髪　羅　課　（課長　木纏成麿，幹事　小澤喜一）

　　4．太陶課　（課長歓，幹事　倉激天31t’tt本田　實）

　　5．貿遭光課　（課長　田上天文肇　山本一清，幹事　本田　實）
　　6，　豫　　報　　言果　　（課長　山本一清，幹事　榊田萱雄）

　　7。機　綴　課　（課長　京都市東三本木信樂　木蓬成麿）

　　8．霜　醗　課　（諜長　大津市粋事町　堀井政三）

　　9．灌星野課　（課長　兵庫縣川蓬郡雲雀丘　伊達英太郎，幹事　木町成麿）

　　10．掩　蔽　課　（課長　大阪市住青眼萬代：東4の6　高城武夫）

　　11．月　面　諜　（課長　伊勢英太鄭）

　　12．歴史賀詞諜　（課長　兵画縣武庫脚本山村岡本高石344　井本　進）

　　　　　　　　観瀾瓢規鷺　（昭和6年11月22日制定）
第1條　　本観測部ハ東亜天丈協會ノ劇的ヲ’蓮スル爲メノー事業トシテ，天髄ノ観測‘

　　研究テ行フ．

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　　東亜天丈協魚員ハ希望二冒り鳥脇測部員トナノレ事が田來ル・

第5條　　部員ノ・灘測よノ必要＝uリ上長ノ旙導及ビ東亜天丈ブレテン，』東亜天丈協

　　會急報並ビニ種々ノ印刷物ノ配布テ受ケル．

御申込みは 滋賀縣堅田局匿内　東駆画引協禽　（電腰蟹田郵下平〉

（課金をま安全，　石崔實：な　振替口座　大阪56765舜蛭へ）

天

衆
者
輯
行
編
螢

所
所
者
元

行
刷
刷
給

螢
印
印
醜

羅第・4・號翻羅貯麟㊧・定飴・9・…　＊料金・厘

一一村一513 o・灘響（蹴阪56765）
　　同　　　　　　ま

京都市上京轟上椹木町干本当入

　　同　　　　　　上
東京市示申田騨明言町二丁目九番地

日本出版二化協會第2種愈員（第220038番）

　　　　同　　　　　　上
　　眞　　美　　目」　　届［1　距斤　〔電西陣3702〕

　　　　　　　　橋　本　岩　太　郎

　　　写本出版酉巨給株式倉杜
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一東亜天文協會頒布印刷物目録

題 目

○墜光星報告（第1號）
○墜光星報告（14年度前牛）
○　　　　　〃　　　　　（14年度後牛）

○　　　　〃　　　　　（15年度前日）

・鰍敢工・・　if・（一組・枚）儲彰蓄媛

○流星群の速度決定の一方法

○吉井耕一氏の撮影せる流星爲農について

01936年六月19日の日蝕観測假報告

○黄道光の光度について

○黄道光の諸問瓢
○ニウ　トンの傳
○久来榮左発出と天文學

○印度洋航海日誌

O山と天文常識
○學術　と　宗敢
○精轡學としての藁菰學　　　　　　　　．

○標準時に就いて
○縄緯度の天丈學
○火星協同観測結果報告　（15年）

○反射鏡の球面と単物面との歎宇的差異

○計算圖表に依る西原光度計算

○ヲミ　特豊　彗｛　宙　の　置型

○星　　　か　　　げ　（歌集）

○満洲の下口と天上の花

○標準天文學
○彗星総．目　録（嫁女）
01921年のボンヰネケ
　　彗星に附随せる流星観測　（英丈）

○携帯用罵眞眼親爾用反射鏡に關する試作概況

○太陽面経緯度圖　（8枚一組）

○簡　易　星　圖
○草　場　恒　星　圏　（解説書付）
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